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八代中心市街地における町家の現況と改修町家の復原 
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On the Present Conditions of Machiyas in the Central City Area of Yatsushiro-shi 
 and the Restoration of the repaired Machiya  
Manabu Moriyama＊, Kensuke Kiyoshi＊＊ 
 
A purpose of this paper is to clarify the present conditions of the town house called machiya left in the old townspeople’s 
district in the central city area of Yatsushiro-shi. There are 986 buildings. This paper makes clear that about 37% of buildings do a 
form of machiya among all these buildings. People have the impression that there are few traditional buildings. One of the 
reasons is because the facades of about 27% of all machiyas were repaired. 
We study one of those machiyas with a measurement survey and a hearing survey. Based on the result, we make the restoration 
drawing of the machiya of the begining of the Showa era and report the architectural characteristics. We will think that we can 
clarify a characteristic of the machiya of the central city area of Yatsushiro-shi by investigating other machiyas in future. 
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１．はじめに 
熊本県八代市の中心市街地は，1622（元和 8）年築城の八
代松江城の城下町であり，戦争による被害もほぼ受けてい
ない＊1ことから，城下町当時の町割がよく残されている．
一方，町並みについては，一見して城下町の風景がほとん
ど失われているのが現状である． 
2007 年から 5 ヶ年実施された中心市街地活性化基本計画
においても，城下町の町並みを意識した取り組みはほぼ行
われなかった．また城下町ともゆかりある「八代妙見祭の
神幸行事」が 2011 年に国指定重要無形文化財に指定され，
2016 年にはユネスコ無形文化遺産登録の審議予定である＊2
が，行列そのものの復原整備や継承事業が進む一方，行列
観覧の場であり，祭りを支える町衆の生活空間である町，
町家への関心は薄いままである． 
本研究は，この一見すると失われてしまった八代市の城
下町の風景の中で，伝統的木造町家の現存状況を把握する
ことが目的であり，この成果を今後のまちづくりへの資料
とすることを期待している． 
八代中心市街地の町並み調査は，財団法人熊本開発研究
センターの 1982（昭和 57）年の調査で＊3，伝統的建造物を
数量化しているが，社寺等も含み町家に特化されていない．
また当時から 30 年以上が経過している．八代中心市街地の
町家に関する研究としては福永知宏氏による平岡邸の実測
調査と増改築以前の復原をまとめた論文＊4がある． 
本稿では，八代中心市街地に建つ建造物を対象に悉皆的
に実施した現地調査の成果をデータで示し，次いで事例と
して，改修の度合いの大きい町家を実測調査とヒアリング
により復原した成果を報告する． 
 
２．町家の悉皆調査 
2.1 調査範囲 
八代中心市街地は，八代麦島城が 1619（元和 5）年に地
震により倒壊した後，1622（元和 8）年に，当時の城主，加
藤正方（1580～1648）により築城された八代松江城の城下
町である．加藤正方の後，1632（寛永 9）年に細川三斎（1563
～1646），1646（正保 3）年に松井興長（1582～1661）が城
主を継ぎ，以後明治に至るまで松井家が城主を務めている． 
城下町は代々，加藤時代を基盤とし発展・変化を遂げて
行く．松井時代の中後期には八代城下町の町人文化の象徴
である八代妙見祭の神幸行列の笠鉾をはじめとする出し物
が出揃い（天和・貞享年間～元文年間）＊5，1768（明和 5）
年に八代町の人口がピークを迎え＊6，化政文化時代を迎えて
おり，近世城下町としての完成期を迎えたと言える． 
以上を踏まえ，調査範囲は，八代中心市街地の内，松井
時代後期（1804～69）＊7の町人地，本町・中嶋町・徳淵町・
平河原町・紺屋町・袋町・加子町・塩屋町・大工町・船大
工町・新町・二之町・宮之町・出町の旧 14 ヶ町＊8 とする．
松井時代後期の町絵図を図 1，旧町内別の調査範囲を図 2 に 
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図２ 研究の方法の流れ 
図１ 熊本県小川町 
 
 
 
熊本県宇城市小川町における町家「長谷川邸」の建築的特徴と 
保存に向けての方策に関する研究 
 
鳴川伸広＊  磯田節子＊＊ 
 
A Study on the Architectural Characteristics of MACHIYA at Ogawa-machi, Uki, Kumamoto and  
MACHIYA Conservation Circumstances in the Future 
－A Case Study on the HASEGAWA Silk Reeling Mill and the Residence－ 
Nobuhiro Narukawa＊, Setsuko Isoda＊＊ 
 
Abstract  This study aims to clarify the architectural characteristics of MACHIYA which was built in the Meiji, Taisho and 
before the world war Ⅱ period at Ogawa-machi. And also it aims to clarify the circumstances of existing three MACHIYA. The 
three typical MACHIYA at Ogawa-machi were selected and we made measuring, hearing survey of them. These MACHIYA have 
survived by many residents every possible effort. In this paper we detailed description about “HASEGAWA Silk Reeling Mill and 
Residence”. The result of this study is expected to give an instruction to preserve old traditional MACHIYA in the future. 
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１. 研究の枠組み 
1.1 研究の背景と目的 
小川町は熊本の中央部に位置 
する人口は約 13200 人（宇城市 
HP 平成 22 年）の小さな町であ 
る．小川町商店街は古くから地 
域経済の中心地の役割を担い， 
細川時代には薩摩街道の宿場町 
として栄えた町であり，多くの 
伝承や史跡，寺社仏閣が存 
在する．かつては当該商店街 
の近くに海岸線があり商人は砂川を使い天草等との交易が
盛んであった．八代平野の干拓により徐々に海岸線が遠の
き，これまでの薩摩街道から新たに国道３号が商店街を外
れ，鉄道駅も商店街から遠くに建設されたこと等により小
川町商店街の衰退が始まる．車社会化に伴い大規模ショッ
ピングモールが進出し店舗流出，空き家の増加等により，
商店街一帯の人通りは減少し，過去の繁栄を思わせる賑わ
いはない． 
本研究は小川町に残る歴史的建築物の残存状況を調べ，
長谷川邸，塩屋の歴史的建築物を実測調査した．紙面の関
係上本稿では長谷川邸の建築的特徴を明らかにし，併せて
この町家や歴史的な町並を維持していく意義及びその方策
について考察する． 
1.2 小川町に関する既往研究 
平成 25年度磯田研究室において小川商店街にある新麹屋
について，実測調査や聞取り調査が行われている(1)(2)． 
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